
２月８日付『静岡新聞』によると、リニア中央新幹線のトンネル工事

（静岡県内）によって排出される残土処理等について、ＪＲ東海から説

明されていないことが明らかになりました。そして、県環境影響評価審

査会の委員は「現状で環境影響評価を論じることの実効性を疑問視した」

としています。リニアに反対してい

ないところから「時期尚早」の声が

かかったということです。

静岡県内のトンネルは、南アルプ

スの真下を貫通する計画です。ここ

から排出される残土によって、ヒ素

などの重金属汚染を心配する地質学

者がいます。残土の廃棄場所や工事

の場所によっては、重金属が地下水

や川に流れ込み、水を飲むことすら

できなくなる可能性があります。特

に、大井川水系が汚染の危機にさら

されます。

残土処理の計画がない中で工事を

進めるということは、放射性核廃棄

物の処理の目処も立たない中で原発

を運転するのと同じです。ＪＲ東海

は、地域住民に説明をキチンとする

べきです。

ＪＲ東海労は、傲慢・強引に進め

るリニア中央新幹線建設に反対して

いきます。

残土の処理問題は説明されず！
環境影響評価を論ずることは疑問！
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